
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦソフトウエアと周辺ソフトウエアの使い方 

 (Rigaku,Bruker,PANalyticalデータに対応) 
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データフロー 
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１．概要 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦは、大阪府立大学井上先生による級数展開法ＯＤＦ解析ソフトウエアであり 

   国内では広く普及しているソフトウエアです。古くからＸ線メーカ各社の極点図データ処理後データを 

   扱えるよう工夫されていた。 

   今回、配向評価総合パッケージＣＴＲソフトウエア（２０１４／０３／３１）との関連で、操作方法の 

   説明を行います。パッケージソフトウエアは全てのソフトウエアがｊａｖａで作成されているので全ての     

   Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作します。 

 Ｂｒｕｋｅｒ（Ｕｘｄ）社データは、ＵｘｄｔｏＡｓｃでＡｓｃデータ変換 

 ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌ（ｔｘｔ，ｘｒｄｍｌ）社データはＰＡＮａｔｏＡｓｃでＡｓｃ変換 

 を行いＣＴＲソフトウエアを介してＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析可能になります。 

 ＯＤＦ解析結果のＯＤＦ図、極点図、逆極点図を用いた各種解析をサポートします。 

２．解析に使用した入力データ 

 測定装置 リガク製ＲＩＮＴ２２００＋多目的試料台 

   測定試料 Ａｌ材 

３．極点図データ補正 

 ３．１ ODFPoleFigure2ソフトウエア  

  （詳しくは、http://www.geocities.jp/helpertex2） 

 ODFPoleFigure2ソフトウエアを起動 

 

 ３．１ 測定データの選択 

 選択したファイルと極点図が表示される。 

  

http://www.geocities.jp/helpertex2


 ３．２ データ処理条件を設定する。 

  バックグランドは計算で補正する。             

 

 最適化Ｒｐ％ 

 ｄｅｆｏｃｕｓはｒａｎｄｏｍサンプルを用いないでデータベースから計算          処理結果はＴＸＴ２データ 

 

 ３．３ 一括正極点図データ処理 

 Calcで各種計算が始まり 

 処理された極点図が表示される 

 Ｒｐ％の最適化で、極点図の最適化が行われ、エラーが減少します。 

  

 ＯＤＦ Ｆｉｌｅがアクティブとなる。 

 テキストデータも作成されている。 

  



３．４ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ用入力データの作成 

  ODF Fileを押す。 

３．５ ＰＦｔｏＯＤＦ３プログラムにＴＸＴ２データが引き継がれる。 

  

メニュー ＯｐｔｉｏｎからＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦを選択 



  

   StandardODFに変化する。Fileから ConditionSaveを行えばこの作業は不要 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで変換が行われます。 

 

 処理を行ったホルダに StandardODFホルダが作られる。 

  

  StandardODFホルダに作成されるデータ 

  

 更に C:¥ODF¥PFDATA以下も同じデータが作成される。 

  

以上でＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ向けデータ作成が完了 

 

 

 

 

 

 

 



 ４．ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで読み込む 

 

実行する。 

  

 

 ４．１ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで処理した結果をＥｘｐｏｒｔする。 

 ＥＸｐｏｒｔすると、解析データを退避出来るので、後からの参照が便利になります。 

 StandardODFExportInportプログラムを選択 



  

 Export先を指定 

  

  

  

 

 ＣｏｐｙｋｅｙでＥｘｐｏｒｔを行う。 

 が表示されればｃｏｐｙは終了 

 Copy先の確認 



   

 このデータをＩｎｐｏｒｔすれば、StandardODFの等高線描画 ODFPLOTで表示可能になる。 

 

５．ODF図、再計算極点図、逆極点図表示 

 

ODFPLOTソフトウエアで描画する 

 

 

 

 



 

 

 ６．配向評価総合パッケージＣＴＲソフトウエア 

   

 ６．１ ValueODFは入力極点図と再計算極点図の比較を行う。 

 ＯＤＦ解析の結果から入力極点図と再計算極点図の比較が行え、入力極点図の整合性評価が可能 

  ValueODFで StandardODFの作業ディレクトリを選択 



  

 入力極点図と再計算極点図との差が 1.5%内であることは分かる。解析結果が正常であることが分かる。 

 又、入力極点図と再計算極点図の差がほぼ平坦である事から、適正なｄｅｆｏｃｕｓ補正が行われている事が分かります。 

 若し、補正量などが不良な場合、ODFPoleFigure2ソフトウエア説明書 

「７．７．３ 登録 defocus曲線を変更する」により修正する事が可能 

 

 ６，２ ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ２で StandardODF作業領域の ODF15を選択 

  

 最大方位密度は 6.72である。Steplevelを 0.25として表示（分割Ｍａｘは４０） 



 Bunge-Roe表示も可能 

  

 ３面表示 

  

 

 

 



 １面表示 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ６．２．１ Ｆｉｂｅｒを表示 

  

  

 解析結果のファイルが作成される。 

  

  

 この Fiber解析した結果表示が FiberMultiDisplayである。 

   

  



６．２．２ ＯＤＦ図マウスクリックによる方位解析 

 

  

 

  

 

   



６．２．３ データベースによるＯＤＦ方位密度Ｌｉｓｔ 

  

 データベースに登録されている位置の方位密度のＬｉｓｔを作成 

  

 

 

 

 

 

 

 



Ｆａｍｉｌｙで扱う場合 

  

 

 Ｆａｍｉｌｙ別Ｌｉｓｔを作成 

  

 

６．２．４ 結晶方位データベース 

 ２４個の結晶方位が登録されています。 

 メンテナンスはＤｉｓｐで表示させ、選択する。 

  

  



６．３ 再計算極点図の表示 

 ODFPoleFigure2－＞ODFAfterのMakePoleFileにより StandardODFの極点図を TXT2に変換 

 変換した TXT2を GPPoleDisplayで描画 

  

 MakePoleFileで StandardODFが作成した OutMaxファイルを選択 

  

 TXT2に変換する極点図を選択 

  

 

 

 

 

 



  

 TXT2ファイルが作成される。 

 

 GPPoleDisplayで TXT2を選択 

  

 Displayで描画 Max密度が４．２８が確認出来る 

  

 Levelは 4.28x0.1＝0.428を入力して Display 

  

 



 極図形上にマウスを移動させ、クリックして動かすと３Dが傾いて表示されます。 

  

 

６．４ 逆極点図の表示 

 ODFDisplay2－＞InverseTools－＞InverseDisplayで逆極点図が表示出来ます。 

  

 StandardODFが作成した OUTPUT2.TXTを開く 

  

 DataDisp－＞ListDisplay－＞[hkl]Intens－＞InverseDisplayで逆極点図を表示 

  

 

 

 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．５ ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ機能 

 ＯＤＦ解析結果の解析は ODFDisplay2ソフトウエアがありますが、本ソフトウエアは 

 ｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞の決定機能と３Ｄ－Ｆｉｂｅｒ機能があります。 

 ＯＤＦ図上をマウス左クリックで”+”を表示し、結晶方位の整数化で計算された Euler位置を”O”表示 

  

 マウス右クリックで、φ1=55,Φ=30,φ2=65を通過するφ1,Φ,φ2プロファイルを表示 

  

 



６．６ 再計算極点図の等高線表示 

 ６．３でＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの再計算極点図をＴＸＴ２ファイルに変換されていれば 

 等高線表示も可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．７ 逆極点解析 

 GPInverseDisplayソフトウエアで InverseCubicContourDisplay用ファイル作成 

  

 ContourDiusplayで逆極点図を表示し逆極点図上でマウスカーソルを移動させ Z=の最大値を探し 

 マウスクリックで、[101]が決定される。 

  

 


